
東京都心・ 臨海地域（ 豊洲・ 有明北・ 有明南・ 青海・ 東雲地区） 整備計画

 都市の国際競争力の強化に関する基本的な方針 Ⓐ

 都市の国際競争力の強化のために必要な都市開発事業 Ⓑ

No 事業名Ⓒ 事業概要Ⓓ 実施主体Ⓔ 実施期間( 年度) Ⓕ 都市計画に関する事項､又は特例に関する 事項等Ⓖ

①

臨海副都心有明
北地区地区計画
( 3-1-A, 3-1-B, 3-
1-C街区)

施行面積： 約10. 7万㎡
延床面積： 約46. 5万㎡

住友不動産
株式会社

H28～H32

・ 都市計画に関する事項： 東京都市計画地区計画
臨海副都心有明北地区地区計画
( 都市計画変更： 平成28年4月19日)
・ 国際競争力強化施設の整備に関する事項等： 国際会議
等の開催に対応が可能な会議・ イ ベント 施設の整備及び
アフ タ ーコ ンベンショ ン施設・ 機能の整備実施

②
( 仮称) 豊洲六丁
目４ －２ , ３ 街区
プロジェ ク ト

施行面積： 約2. 4万㎡
延床面積： 約12. 0万㎡

清水建設
株式会社

H30～H33

・ 都市計画に関する事項： 東京都市計画地区計画
豊洲地区地区計画（ 都市計画変更平成30年6月18日）
・ 国際競争力強化施設の整備に関する事項等： 研究開発
促進施設にも 対応し た大規模オフ ィ スの整備実施

※事業の位置は別図のと おり

都市の国際競争力の強化のために必要な公共公益施設の整備に関する事業Ⓗ

No 事業名Ⓘ 事業概要Ⓙ 実施主体Ⓚ 実施期間( 年度) Ⓛ 都市計画に関する事項､又は特例に関する 事項等Ⓜ

㋐

臨海副都心有明
北地区歩行者
デッ キ整備（ 3-1
街区）

歩行者デッ キ3-1号
幅員6m、 延長約50ｍ
地区広場3-1号： 約400
㎡
地区広場3-3号： 約
1, 800㎡

住友不動産
株式会社

H28～H32

・ 都市計画に関する事項： 東京都市計画
臨海副都心有明北地区地区計画
( 都市計画変更： 平成28年4月19日)
地区施設： 歩行者デッ キ3-1号、 地区広場3-1号、 3-3号

㋑

※事業の位置は別図のと おり

上記の事業により 整備さ れた公共公益施設の適切な管理のために必要な事項Ⓝ

・ 国際会議等に参加する者の利用に供する大規模な集会施設、 宿泊施設、 文化施設その他の利用に供する施設又は
設備の整備、 運営又はサービスの提供に関する事業と し て、 ホテル・ サービスアパート メ ント や商業施設等を含め
た複合MI CE施設の導入を 図る。

・ 地域の外国語による情報発信及び外国企業・ 外国人来訪者の受け入れ体制の構築、 外国語情報板・ 案内板の設置
等の国際的ビジネス環境等改善に資する都市機能の向上に係る取組や、 国内外でのプレ ゼンテーショ ン及び国際会
議等に合わせた地域のPRイ ベント の開催等のシティ セールスに係る取組を行う などにより 、 外国から の来訪者、 外
国人居住者に十分配慮するも のと する。

・ ①の国際会議等に対応可能な施設については、 住友不動産株式会社が運営を 行なう 。
・ 街区間・ 建物間の連続性の強化と 安全性を確保するため、 歩行者・ 車両分離を図り 、 適切な位置にペデスト リ ア
ンデッ キなどを整備する。 ㋐の歩行者デッ キについては、 開発事業者である住友不動産株式会社が整備、 維持、 管
理を行う 。

その他、 都市の国際競争力の強化のために必要な都市開発事業及び
その施行に関連し て必要と なる公共公益施設の整備等の推進に関し 必要な事項Ⓞ

・ MI CE機能の更なる強化を図り 、 ビジネスや観光等の都市機能を 充実さ せるべく 、 国際会議やイ ベント の開催が可
能な多目的ホール・ バンケッ ト を備えたホテル等のMI CE機能に加え、 エンタ ーテイ ンメ ント 施設や商業施設、 コ ン
サート ホール等の都市観光に資する都市機能を 導入するこ と で国際競争力の強化に資する機能が調和し 、 居住・ 商
業・ 業務機能等が複合するにぎわいのある複合機能集積地を 形成を推進する。

・ 国家戦略特区制度を 活用し てスピーディ に国際的ビジネス拠点プロジェ ク ト を展開する地区と し て、 訪日外国人
の増加に対応し た国際的な情報発信を行う 先導的なＭＩ Ｃ Ｅ ・ 国際観光の拠点形成を推進する。

・ 案内標識等のサイ ン類は、 国際化社会への対応やデザイ ン等意匠の統一感に配慮し た計画と し 、 生活する人・ 訪
れる人の快適性と 利便性の向上を図る。

特定都市再生緊急整備地域の整備計画

整備計画名

・ 職・ 住・ 学・ 遊の多様な魅力を備え国際的に情報発信を 行う 先導的な拠点を 形成し ていく 。 こ の際、 水辺の環境
を いかし てアミ ュ ーズメ ント ・ 文化・ 商業などの機能を導入し 、 都市観光にも 資するバラ ンスのと れた魅力的な複
合市街地の形成を 目指す。

・ 有明北地区において、 東京の国際競争力の強化を 目指し て、 国際展示場や周辺の宿泊施設と の連携にも 配慮し な
がら MI CE機能の強化を 図り 、 臨海副都心における交流・ 宿泊拠点の整備を実現する。

・ 有明北・ 有明南・ 豊洲地区において、 「 国際居住・ 観光ゾーン」 と し て、 誰も が居住、 教育、 医療を享受でき
る、 東京でも っ と も 安全なまちを目指すと と も に、 水辺に隣接する環境を生かし た居住施設や魅力あふれるエン
タ ーテイ メ ント 、 情報発信の機能を 充実さ せていく 。

・ 国際的に情報発信を 行う 先導的な拠点と し て、 MI CE機能の更なる強化により 、 ビジネスや観光等の都市機能を 充
実さ せる。



 

 

 

都市再生緊急整備地域 

特定都市再生緊急整備地域 

都市開発事業 

①臨海副都心有明北地区地区計画 

（ 3-1-A, 3-1-B, 3-1-C街区）  

公共公益施設整備 

ァ 臨海副都心有明北地区 

歩行者デッ キ整備（ 3-1 街区） 

豊洲・ 有明北・ 有明南・ 青海・ 東雲地区（ 整備計画区域図）  

※江東区区域内に限る 

②(仮称)豊洲六丁目 

４ －２ , ３ 街区プロジェ ク ト  


